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1.本館の保存活用の方向性（報告）
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第1回～第3回懇話会での意見、学識者からの意見聴取を踏まえ以下のように整理する

（1）基本的な考え方（その1）-本館の保存活用と土地利用の考え方

歴史的価値を継承するエリア 建替えや改修を検討するエリア

• 本館への県民交流機能や迎賓機能等の導入を検討しつつ、本館の

歴史的価値を生かして滋賀県の顔となる景観形成を図るエリア

• 本館の対応方針を踏まえ、耐震性向上等の改修や庁舎機能の集約

を目的とした建替えを検討するエリア

• 生垣等で閉ざされた印象であるため、街路空間と連続する開放的

空間への転換をはかる。

• 本館以外の建替えを行う場合は、南側街路景観の向上に資するよう

に大津駅側に対する顔となる空間を整備する。



1.本館の保存活用の方向性（報告）
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（1）基本的な考え方（その2）-本館の保存活用と土地利用の可能性
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滋賀県庁舎のシンボルとしての本館の価値の向上

想定される機能 ：ロビー、情報発信、展示、県民協働スペース、迎賓スペース、利便施設等

分散していることによる現在の

わかりにくさの解消

本館を活用した他には見られない

県民スペースの実現

多くの県民が様々な目的で集まる

「開かれた県庁舎」の実現

本館の中心となるシンボル空間の創出

中庭を活用したパブリックスペース

 の充実、魅力的な空間の創出

中庭部分を活用した動線の整理、  

中庭部分の動線のハブ化

1.本館は全館保存とし、庁舎として継続利用することを前提に利活用を検討

2.県民が利用できる施設を本館へ集約し、中庭の室内化を検討

第1回～第3回懇話会での意見、学識者からの意見聴取を踏まえ以下のように整理する。

現在の本館にはない面的な広がり

がある空間の創出

（1）基本的な考え方（その3）-本館の利活用の考え方



1.本館の保存活用の方向性（報告）

（2）各階の利活用（案）-1階
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1.本館の保存活用の方向性（報告）

（2）各階の利活用（案）-2階
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1.本館の保存活用の方向性（報告）

（2）各階の利活用（案）-3階
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1.本館の保存活用の方向性（報告）

（2）各階の利活用（案）-4階
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1.本館の保存活用の方向性（報告）

（2）各階の利活用（案）-屋上階
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1.本館の保存活用の方向性（報告）

（2）各階の利活用（案）-地階
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1.本館の保存活用の方向性（報告）

（３）整備の概略イメージ（その1）-正面側
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第1回～第3回懇話会での意見、学識者からの意見聴取を踏まえ作成したイメージ図

•本館前は歴史性を重視した格調高いオープンスペースを整備

•災害時の緊急車両駐車場等としての活用を想定



1.本館の保存活用の方向性（報告）

（３）整備の概略イメージ（その2）-南西側
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第1回～第3回懇話会での意見、学識者からの意見聴取を踏まえ作成したイメージ図
•大津駅側からの動線や人通りを考えた空間を整備

•議会ロビーの増築や新館・新新館跡地については県庁の新しい顔となる空間として整備



1.本館の保存活用の方向性（報告）

（３）整備の概略イメージ（その3）-中庭の室内化
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第1回～第3回懇話会での意見、学識者からの意見聴取を踏まえ作成したイメージ図

•中庭を室内化し、本館の中心となるシンボル空間を創出

•広がりのある空間を活用して様々な活動が可能なパブリックスペースを整備

•「ロの字型平面」の中央部分を動線のハブとする。
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